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イ シ ダイ の卵 発 生 と仔 魚 期1)2)

水 戸 敏

Onthedevelopmentoftheeggsandhatchedlarvaeof

OpIegnathusfasciatus(TemmincketSchIege1)

SatoshiMito

は し が き

イシダイOplegnathusfasciattts(TemmincketSchlege1)lj:我 国各地に普通に見

られる温熱帯性の沿岸魚である.本 種の稚魚期に関 しては内田恵太郎氏及び申村秀也氏の

報告があるが,卵 及び仔魚期については未だ知 られていない.筆 者は1954年(昭 和29年)

5月 末に,長 崎県玉之浦1町(五 島の西南端)に 於いて定 置 網 漁 獲 物により人工授精を行

い,卵 発生及び孵化 仔魚を明らかにす ることが出来た,一 方,1952年(昭 和27年)か ら

引続き採集研究している天然浮游性硬骨魚卵中に,本 種 と同定出来るものがあるので,そ

れらを併せて報告する.

本研究に当 り終始御指導を賜わ り且つ本稿の御校閲をいただいた内田恵太郎教授,研 究

上種 々の便宜を与えられた九大天草臨海実験所前所長相川広秋教授,南 海区 水産研 究所

延岡支所長横田滝雄技官及び長崎県南松浦郡玉之浦町 漁業 協同組合長 藤原弁止の諸氏に

深謝する.

産 卵

産卵期:内 田教授は,熟 卵を持つている親魚 と稚魚の出現状態とから,本 種の産卵期を

4月 末～7月 末 と推定されている.筆 者の得た本種と同定 され る天然浮游卵の採集結果は

大体これと一致する(Table1).

なほ,玉 之浦町における定置網による本種の 漁獲は冬期に殆 どなく,春 から夏にかけて

(3～6月)急 激に増加 し,盛 夏以降は再び減少する.本 種は春から夏にかけて群を作つ

て移動するらしく,こ のことは産卵と関係を持つているように思われ る.

産卵場:天 然浮游卵の採集は1952年 と1954年 は沿岸だけしか行わなかつたが,1953年

には10浬 沖まで行つた.然 し本種の卵が得 られたのは岸近 くの採集地点からだけで,産 卵

は外海に面した岸近 くで行われるようである.

産卵時刻:人 工授精による卵内発生の時間的経過から天然浮游卵の放卵 された時刻を推

定すると,何 れも日没を中心にした数時間であつた(Table1).後 述するように,産 卵期

1)九 州大学農学部水産学教室業績.

2)本 研究の一一部は交部省科学研究助成補助金による.
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Table 1. Note on the eggs collected by tow-net.

の海水温度で本種の孵化に要する時間は約36時 間である.従 つて,夕 方産卵された卵は

翌々日の午前中に孵化す る.

卵 及 び卵 内発 生(Plate15,figs.1-9)

人工授精は1954年5月29日 午後4時50分 に,全 長雌412mm,雄380mmの 個体を

用い乾導法によつて行つた.完 熟卵は油球1個 を有する無色の球形分離浮性卵で,卵 径

O.89～O.95mm,油球 径020～0.23mmで あつた.卵 膜には構造はないが,卵 黄には動

物極周辺に粗な亀裂を有する.卵 膜腔は小さい.天 然浮游卵 も同じよ うな性質を持ち,卵

径0.86～0.94mm,油 球径0.16～0.21mmで あつた.

卵内発生は一般の硬骨魚卵と大差はない.飼 育期間中の水温は20.6～23・4℃ で・この

時期の天然海水温度にほぼ等 しい.受 精後1.5時 間で第1分 割を行い,約20分 の間隔でつ

ぎつぎに分割 し(Figs.1,2),4.5時 間後にMorula期 に達する(Fig・3)・13時 間後に

は胚皮が卵黄の2/3を 掩い,胚 体原基を生ず る.15時 間後に胚孔を閉 じ,湘 球は胚体の反

対側に位置し3),脊 索が現われる.16.5時 間後にKupffer氏 胞 と眼胞 とを生 じ・筋節

7個 が現われ,胚 体背面に点状黒色素胞が出現し始める(Fig・5).18時 間後には胚体背面

の黒色素胞は数を増し,同 時に胚体に対 して反対側にある油球表面に点状黒色素胞が出現

する(Fig.6).20.5時 間後にレンズ形成が始まり,胚 体側面に点状黄色素胞が現われる・

23時 間後にはレンズ及び耳嚢が形成 され,尾 部は卵黄から離れKupffer氏 胞は消失 し始

める.油 球上の黒色素胞は樹枝状になつて胚体側(内 側)へ 移動し,そ の反対側(外 側)

に点状黄色素胞が現われる.筋 節数は20(Fig.7).26時 間40分 後には心臓の鼓動及び

3)発 生初期の卵が海水中に浮いている状態では胚盤は下にあつて,油 球は必ず上方の植物極に位置

す る.し かし,こ の時期の発生段階では油球は卵黄内で自由な位置をとることが出来,動 物極の位置

の如何にかかわらず,卵 黄の上面に位置する.発 生が進むにつれて(多 くは胚孔の閉じる時に)油 球

は特定の位置に固定 される.
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胚体運動が始まり,胚 体背面の黒色素胞は樹伎状になる(Fig.8).31時 間後には胚体は卵

黄の2/3を 取 り巻 き,膜 鰭は巾広 くな り,背 面の黒色素胞の一部は腹面へ移動する.こ の

時期になると,油 球が卵黄の前端近 くに位置していることが容易に認められる(Fig.9).

36時 間後には孵化 するものが多かつた.卵 は孵化 するまで沈降しない.孵 出孔は必ずしも

…定の形をとらないが,類 四角孔のものが多かつた.孵出 は頭を先にする.

卵孚 イ七 イ'r一魚(Plate15,figs.10一12)

孵化直後の仔魚は,一 般の浮性魚卵から孵出した仔魚 と同じく,油球 を上にして水面に

斜に浮び,時 々尾部を振つて泳ぐ.全 長2.1～2.3mm,肛 門は卵黄の少し後方,体 の1/2よ

り稍後ろに開 く.油 球は卵黄の前方に位置するが,頭 部から前方に突出することはない.

黒色樹枝状色素胞が油球上に数個,眼 の上方から頭頂を通 り尾端までの体の背面に約25個

腹部から尾端 までの体の腹面に15～20個,体 側の正中線に沿つて尾部までに10～15個 が

略1列 に並んでいる.背 膜鰭の中央から前方にかけて,体 に接して特徴ある黒色樹枝状色

素胞が3～6個(多 くは4個)並 んでいる.黄 色樹枝状色素胞は油球上に数個と,頭 部か

ら尾部後方 までの後端部を除 く体側に 一様にかな り密に分布する.筋 節数は11十16=27

(本種の脊椎骨数は10+15・=25)(Fig.10).

孵化後12時 間位経つと,仔 魚は頭を下にして容器の中,下 層に静止している.体 の背

面の黒色素胞は漸時腹面に移動し,背 膜鰭の色素胞は数を増して4～8個(多 くは6個)

になる.黄 色素胞は変 らない.

孵化後1日 の仔魚は全長2.92～3.17mm,卵 黄をかなり吸収し,眼 に黒色点状色素胞を

生ずる.口 及び胸鰭は未だ生じていない.尾 部は伸長し,肛 門の位置は体の1/2よ り租前

方になる.体 の黒色素胞は大部分腹面に移 り,耳 嚢下から尾端まで1列 に密に並び,体 の

背面には頭頂部,耳 嚢後方及び尾端に夫 々2～3個 つつ見ら見られ るに過ぎない.卵 黄後

方に1～2個 の黒色樹伎状色素胞が現われ,背 膜藷の黒色素胞は数を減 じて1～4個 とな

り,且 つ相互の間隔が開き,前 方のものは膜鰭縁辺に位置する.黄 色素胞は大きくな り,

頭部から尾部後部 までの体側を一面に掩 う.筋 飾数は11十16=27.

孵化後1.5日 の仔魚では背膜鰭にあつた特徴ある黒色素胞が消失 し,胸 鰭が現われて来

る.

孵化後2日 の仔魚は全長3.05～3.11mm,口 が開き始め,背 膜鰭は 前部が高 くなり巾

を増す.消 化管下面にあらたに2個 の黒色樹枝状色素胞を生ずる.黄 色素胞には変化はな

い(Fig.11).

孵化後4日 で卵黄及び油球を殆ど吸収し尽すが,全 長に変化はなく3mm前 後である.

体側の黄色素胞は徐 々に槌色して背腹両部に分れる.黒 色素胞は頭頂部に3個,耳 嚢下か

ら尾端までの腹面に密に並んだ1列 及び消化管下面に数個が見 られ,体 の背面には全 くな

い.筋 節数は9十17;26.胸 鰭は大きく団扇状になる.肛 門の位置は大して変 らない

(Fig.12).

孵化後5日 で卵黄及び油球を全 く吸収し尽 して死亡する.
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ホノソマ リン固定 に よる変化

卵を10%ホ ルマ リンで 固定し1年 後に観察したところ,卵 径には殆 ど変化はなかつ

た.海 求は黄色を呈 し4),崩 れた り,2～3個 に分れた り,ま たは著しく径を増 していた

ものがあつた.卵 膜腔は幾 らか大きくなつたものが多い.卵 黄の亀裂はかなり明瞭に残つ

ている.然 し黄色素胞が全 く消失するために,保 存した卵のみによつて種を査定すること

は困難 と思われる.

孵化仔魚を同じ条件で固定し1～2年 保存したものは,生 時に比ベて全長が6～9%縮

小 している.ホ ルマリン固定後70%ア ルコールに3年 保存 したものは全長が11～16%

縮小 した.何 れの場合も黄色素胞は全 く消失するが,卿 ヒ直後から1日 後までの仔魚では,

背膜鰭にある黒色素胞及び体の背腹面の黒色素胞の状態,油 球の卵黄内で占める位置とそ

の上にある数佃の黒色素胞,筋 節数(多 くの場合体の前端と後端 とは数え難い)及 び肛門

の位置等によつて種の査定が可能であろ う.卵 黄を吸収し尽 した仔魚については,頭 頂部

にある3個 の黒色樹伎状色素胞と,消 化管前方下面にある数個及び腹部前方から始まり尾

部後方までの腹面に窃に並んだ1列 の樹枝状黒色素胞が特徴 となる.

神谷術志氏(1916)が マアジ類似卵(単 脂No.17)と して記載している卵は,孵化 以前

に卵黄上に黒色素胞を生ずることで本種 とは異るが,卵 及び孵化 仔魚の性質,特 に肛門の

位置や色素胞の配列が本種に酷似している.な ほ筆者の採集した天然浮游卵中に も人工授

精によつた場合に較べて色素の出現状態(特 に黄色素胞)が かな り異つているものがあっ

た.本 種に極めて 近縁なイシガキダイ0.punctatus(TemmincketSchlege1)も 同

じ頃産卵するが,そ の卵発生は分つていない.こ の卵である可能性 もあるか と思 うが,本

報告では,人 工授精によるイシダイの卵発生過程に酷似したものだけを扱つた.そ の他の

イシダイ類似卵については今後明 らかにしたいと思 う.
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 Resume 

Oplegnathus fasciatus (Temminck et Schlegel) is a coastal fish, attaining 

some 60 cm. in total length, found on the rocky coasts of the whole extent of 

Japan. 

 According to the catch records of the floating eggs the spawning season, in 

Kyushu, seems to extend from May to July. It seems to me from the time 

records of catches that the spawning happens within several hours after or 

before sunset (Table 1). 

 On May 29, 1954, at Tamanoura Cho (Goto Islands), Nagasaki Prefecture, 

Kyushu, the author operated artificial insemination of this fish and observed 

the development of the eggs and hatched larvae (Plate 15, figs. 1-12). 

 The egg is colorless and bouyant, spherical in shape, measuring 0.86-0.95 

mm in diameter. The yolk is roughly segmented near its animal pole, with a 

single colorless oil-globule measuring 0.16-0.23 mm in diameter. 

Hatching took place in 1 1/2 days at the water temperature 20.6-23.4° C, 

when the embryo encircles 3/4 of the yolk surface (Fig. 9). 

 The larva just hatched is 2.1-2.3 mm in total length, with the oil-globule 

lying in the anterior part of the yolk which does not protrude beyond nozzle. 

The myotome number is 11+16=27 (vertebral number of this fish is 10+15= 

25). 

 In four days after hatching the yolk was entirely consumed and the jaws 

of the mouth formed. 

        Fisheries Laboratory, Faculty of Agriculture, 
     Kyushu University
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           Explanatin of Plate 15 

 Fig. 1. 4-cell stage, 1 hr. 45 min. after insemination. 

Fig. 2. 18-cell stage, 2 hr. 40 min. 

Fig. 3. Morula stage, 4 hr. 30 min. 

Fig. 4. Shortly before the closure of blastopore, 14 hr. 30 min. 

Fig. 5. Eye vesicle formation, 7-myotome stage, 16 hr. 30 min. 

Fig. 6. 10-myotome stage, appearance of melanophores, 18 hr. 30 min. 

Fig. 7. Lens and otocyst formation, appearance of xanthophores, 23 hr. 

Fig. 8. Advanced embryo, 26 hr. 40 min. 

Fig. 9. Embryo just before hatching, 30 hr. 40 min. 

Fig. 10. Larva just hatched, 2.30mm in total length. 

Fig. 11. Larva 2 days old, 3.11mm in total length. 

Fig. 12. Larva 4 days old, 2.96mm in total length.
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